
肝動脈塞栓術（ＴＡＥ）の看護ケアマップ
ＩＤ　@PATIENTID

患者名　@PATIENTNAME

経過 治療２日目 ３～７日目 退院日
◇治療の必要性と合併症が理解でき◇安静や飲水制限が守れる ◇食事制限が守れる ◇不安なく退院
安全に治療を受ける ◇腹痛・吐き気などの異常を医療者に伝 ◇治療後の方針が決定されている 出来る

ことができる 　　えることができる
体温・血圧・脈などを測定します。穿刺部の出血の有無・穿刺側の足の循環状態を観察します

ベッドで検査に行きます 帰室後はベッド上安静で、穿刺側の足は 問題がなければ看護師により安静
安静度 曲げられません が解除されて自由となります

帰室４時間後、医師が確認して異常が
なければ圧迫を解除またはゆるめます

朝食はＩＣＧ後半分量食べ 昼は食べられません 全粥・軟菜の食事です 元の食事に 規則正しい生活を送り
られます なります バランスの良い食事を
治療３時間前（　　　：　　　） とりましょう
まで水分がとれます
昼より欠食です 帰室３時間後、水分が飲めるようになり、

夕食は流動食となります
清潔 体を拭きます ４日目より

治療前に尿管を入れ ベッド上で排便をしていただきます 尿管を抜きます 発熱がなく
ます 力むことで出血する恐れがあるのでポータ 3日間はビンに尿をためていただきます 許可がでれば

ブルは使えません 入浴できます
医師の指示により、朝ＩＣＧ（肝臓の機能検査）を行い、点滴を始めます 点滴が不要となれば抜きます
治療３０分前に痛みを和らげる筋肉注射をします 治療に使用したお薬のため、熱が出ることが

あります
自宅でされた両鼠径部（大腿の付け根）剃毛の確認をします

弾力ストッキングをはいていただきます

常備薬を教えて下さい 退院が決まりましたら

内服薬の服用は医師の指示に従って下さい 薬剤師から説明があります

医師の指示により 医師の指示により採血があります 医師の指示により採血があり

採血・レントゲンなどの検査が ます
あります
入れ歯や指輪・時計などの 痛み・吐き気・発熱・出血などあれば、看護師に 治療結果について医師より説明が 【退院後の生活について】
貴金属類ははずして下さい おしらせください あります 決められた外来受診日に受診して
検査前に緑の検査衣に更 下さい
衣してもらいます 腹痛や発熱が続くときやお腹がはり
治療中は御家族に待機し おかしいと感じたら消化器外来に連
てもらって下さい 絡して下さい

未提出の同意書をお持ちの方は提出してください
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